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１  議　員 一問一答方式

１ 　コロナ感染防止対策の徹底について 市 長

副 市 長

（１） 　コロナ感染の現状について 関 係 課 長

（２） 　“コロナ差別”と人権侵害について

（３） 　コロナ差別防止条例の制定について

２ 　コンビニ交付事業について 市 長

副 市 長

（１） 　事業の内容と実施時期について 関 係 課 長

（２） 　事業のメリット、デメリットは

堀内　貴志
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２  議　員 一問一答方式

１ 　市職員の定員適正化について 市 長

副 市 長

（１） 　業務量調査報告から分かる勤務実態と改善について 関 係 課 長

ア

イ

ウ

エ

２ 　小学校の教科担任制について 市 長

副 市 長

（１） 　導入の目的と意義について伺う 教 育 長

関 係 課 長

（２）

（３）

３ 　ふるさと応援寄付金について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

前田　隆

　自主財源確保にはふるさと応援寄付金が重要、
更なる寄付金増額に向けた取組について伺う

　業務量から17名不足とされているが現在の定員を
235名としている根拠と経緯について伺う

　業務改善は事務の効率化、外部委託、任用職員の
活用で超過勤務に対応としているがどんな業務を効
率化して取り組むのか伺う

　権限移譲等で業務負担増が続く中、現状の定員で
非定型業務を遅延なく効果的に推進・対応できるか
伺う

　定員増で定員適正化を図るべきと思うが市長の見
解を伺う

　本市の現状と導入予定や方法、教科担任の確保につい
て伺う

　複式学級制を取っている小規模校の教科担任制対応に
ついて伺う
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ア

イ

ウ

４ 　市債発行計画について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

　企業版ふるさと納税に繋がるまち・ひと・しごと
創生総合戦略の事業計画について伺う

　令和４年度の市債発行計画について当初予算は７憶７
千万円だが多くないか、最終発行額は財政改革プログラ
ムの計画８億７千万円以内で抑えられるのか見通しを伺
う

　令和４年度以降の市債発行額は財政改革プログラムを
遵守し、計画８憶７千万円内の方針を堅持していくか副
市長に伺う

　本市のふるさと納税のホームページを更に寄付者
の視点に立った内容に改善して増額を

　返礼品の開発とパソコンを持たない店等の参加取
組について伺う
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３  議　員 一問一答方式

１ 　随意契約について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　公正・公平な取扱いとなっているのか

（３） 　市の契約は、一般競争入札が原則ではないのか

（４） 　検証・再発防止について

２ 市 長

副 市 長

教 育 長

（１） 　持続的な地域活動の担い手育成について 関 係 課 長

（２） 　地域の記録・記憶をつなぐためには

（３） 　集落水道について

（４） 　集落墓地の管理について

森　武一

　ふるさと応援寄付業務委託は、公正な処理がされてき
たのか

　10年後の地域を見据えて
　～共に支え合う地域づくりを推進するために～
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４  議　員 一問一答方式

１ 　コロナ禍の中でのイベントについて 市 長

副 市 長

（１） 　産業祭について 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　成人式について

２ 　子育て支援について 市 長

副 市 長

（１） 　来年度の取組について 関 係 課 長

３ 　GIGAスクールについて 市 長

副 市 長

（１） 　今年度の取組と課題 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　今年度の課題を踏まえた来年度の取組

池田　みすず
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５  議　員 一問一答方式

１ 　垂水市のPRについて 市 長

副 市 長

（１） 　第19回KKBふるさとCM大賞について 関 係 課 長

ア 　参加しなかった理由と予算付けは

イ 　今後の参加予定と今後の方針は

ウ 　CM大賞の位置付けは

（２） マンホールカードの製作は

２ 　森林伐採の計画的な管理について 市 長

副 市 長

（１） 　垂水市の伐採届について 関 係 課 長

（２） 　垂水市の年間伐採量は

（３） 　伐採後の造林について

３ 　ため池について 市 長

副 市 長

（１） 　特定ため池と農業用のため池の維持管理の違い 関 係 課 長

（２） 　高齢化と農業人口減少により管理をどうするのか

新原　勇
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４ 　消防団活動について 市 長

副 市 長

（１） 　年額報酬と費用弁償について 関 係 課 長

ア 　消防学校における出動報酬は

（２） 　女性消防団員の活躍推進について

５ 　感染症まん延防止地域への出張職員のPCR検査について 市 長

副 市 長

（１） 　職員のPCR検査予算措置は 関 係 課 長

６ 　垂水中央病院・コスモス苑について 市 長

副 市 長

（１） 　テレビ電話面会の拡充について 関 係 課 長

ア 　利用状況

イ 　日祭日1時間でも設けることはできないか
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６  議　員 一問一答方式

１ 　消費生活相談　啓発と対策について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　その他、相談の傾向は

２ 　森林環境譲与税事業について 市 長

副 市 長

（１） 　課税と譲与の中身について 関 係 課 長

（２） 　森林所有者と林業事業体のマッチングの具体的内容は

（３） 　自伐林業（林家）の育成と収入増の対策は

（４） 　所有権者の特定と隣接地との境界確定について

３ 　住宅政策について 市 長

副 市 長

（１） 　柊原団地建替事業について 教 育 長

関 係 課 長

ア

（２）

（３） 　新設ではなく、空き家の有効活用は

　光ブロードバンド整備事業の終了により、NTTはもとよ
り、代行業者等電話・訪問販売が激化しているが、相談
の事例は。また、啓発と対策について

　建て替えが必要なのか。他公営住宅への転居で解
決できるのでは

　未利用の教職員住宅を市営住宅として活用できないか

感王寺　耕造
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４ 　両支所の現状とこれからの方向性について 市 長

副 市 長

（１） 　両支所の利用状況について 関 係 課 長

（２） 　これからの方向性について

（３）

５ 　コンビニ交付事業について 市 長

副 市 長

（１） 　事業費の内訳はどうなっているのか。また財源は 関 係 課 長

（２） 　個人情報の安全性は、担保できるのか

　日本郵政への事務包括受託の進捗はどうなっているの
か
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７  議　員 一問一答方式

１ 　マイナンバーカードについて 市 長

副 市 長

（１） 　マイナンバーカードの交付状況について 関 係 課 長

（２）

（３）

２ 　相続未登録について 市 長

副 市 長

（１） 　相続放棄地等の固定資産税賦課について 関 係 課 長

ア

（２） 　相続放棄する者への対応指導について

ア 　本市の課題と取組は

（３） 　相続放棄された土地等のその後について

ア

（４） 　事業推進に対する影響について

３ 　農政について 市 長

副 市 長

（１） 　農業委員会事務局長の専任について 関 係 課 長

　相続登記がなされない原因と解消のための取組は

篠原　則

　マイナンバーカード取得のメリット及びデメリットに
ついて

　マイナンバーカードの申請方法（高齢者支援）につい
て

　所有者が亡くなり相続登記がなされていない土地
や家屋の本市における現状は
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８  議　員 一問一答方式

１ 　コロナウイルスの感染対策について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

２ 　ゴミステーションについて

（１） 市 長

副 市 長

関 係 課 長

　感染者発表が遅れた理由。発表前の対策会議に市長が
欠席した理由について

　借地料については９月、12月議会の答弁では各課と協
議するとの事であったが、その結果は

北方　貞明
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９  議　員 一問一答方式

１ 　農道等整備事業（環境整備班）について 市 長

副 市 長

（１） 　環境整備班の体制は 関 係 課 長

（２） 　事業の業務、計画は

（３） 　これまでの委託、工事請負への影響は

２ 　新規就農者支援について 市 長

副 市 長

（１） 　これまでの支援事業の実績は 関 係 課 長

（２） 　支援を受けた就農者の継続状況は

（３） 　支援者数と今後の課題は

３ 　要配慮者個別計画作成支援業務委託について 市 長

副 市 長

（１） 　事業の目的と内容について 関 係 課 長

（２） 　どのように活用されるのか

４ 　保育士等の処遇改善臨時特例事業について 市 長

副 市 長

（１） 　改善の内容は 関 係 課 長

（２） 　施設数・対象者は

（３） 　今後の財源は

梅木　勇
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10  議　員 一問一答方式

総括質疑

１ 　予算の視点と財政の考え方及び対策は 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３）

２ 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３）

　コロナ禍による生活困窮は、非正規雇用、女性、ひと
り親、個人事業主など生活が不安定な人たちに集中して
いるという認識はあるか

　こうした生活困窮者に対する「セーフティーネット」
は、コロナ禍以前から脆弱なものであるとの認識はある
か

　来年度予算案では、施策は限られた予算で評価できる
点はあるが、対応できる「セーフティーネット」の運用
の改善は図られていない。財源がなければ各種減免制度
の運用・改善によって救済はできるが、検討されたの
か。検討されていないのであれば、なぜこのような時に
検討されなかったのか問う

　自治体独自の取組に活用できる「地方単独事業分」の
市町村交付限度額が自治体に示された。交付決定は３月
中とされ、22年度へ繰り越しすることも認めているが、
どのような目的をもって要求され、決定額はどうなった
か

　自治体のコロナ禍における住民要求実現のための財源
は一定確保されていると認識するがどうか

持留　良一

　予算編成方針では財政状況に陰りが見え始めていると
示している。コロナ危機を乗り切るために何が求められ
ているか。乗り切るためには、感染防止と社会的弱者支
援を優先し、福祉施策を優先し、地元中小零細企業・地
場産業を中心として地域内経済循環の確立を目指すこと
が重要と考えるが認識を問う

　コロナ禍と「セーフティーネット」対策
～市民の生活を守る視点と制度の利活用と改善と充実
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一般質問

３ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１） 　「行政のデジタル化の問題点」について問う

ア

イ

ウ

　行政のデジタル化の課題（標準化・共通化・行政手続きのオン
ライン化）～個人情報保護条例を守り、さらに発展させることが
住民サービスと住民自治をまもる防波堤

　住民サービスの後退につながらないか
～政府は地方自治体の基幹業務システムを、国が定
める標準準拠システム（「情報システムの共同化・
集約」）へ移行することを法律で義務付け、ガバメ
ントクラウドの利用を努力義務付け、カスタマイズ
は原則禁止の方向。そうなると住民サービスをやめ
る自治体が広がる恐れが出てくるのではないか。独
自の住民サービスが実施できない場合、どのような
対応が求められていくか。
～このような時、「地方自治法第２条第13項」は、
どのような役割を果たすのか

　不当に収集・利用・提供された個人情報の消去を
請求する権利を明確に定める必要が求められている
が、その後の検討は。「自己情報コントロール権」
の保障が必要では

　個人情報を実施機関以外の者に提供してはならな
い。個人情報保護の規制緩和・撤廃は許されない。
守れるのか。
～個人情報を、本人の同意なしに、第三者に提供す
る仕組みづくり（匿名加工制度・情報連携～行政か
らの外部提供）になっていく懸念があるがどう考え
るか
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４ 市 長

副 市 長

教 育 長

（１） 関 係 課 長

ア

イ

ウ

（２）

ア

イ 　今後の取組について　国等への要請

　教職員の多忙化（長時間労働）は改善されたのか

　財政面や維持管理面での問題や課題をどのように認識
しているか

　機器の更新（５年）に伴う課題（購入の財政問
題・機器の処理）やランニングコストはどうなって
いくのか

　「一人一台端末」制度は、子どもの心身にどのような
影響をあたえているのか。また、懸念があるのか

　文科省は、タブレットの使用は、教科書との比較
で年間２分の１以上使用してはいけないと、また、
本市もその方針で取組んでいるはずだが、どうなっ
ているか。「手段」から「目的」になるのではない
か

　そのことによる子どもたちへの影響、危惧される
ことが健康面や教育の面（手書き学習）で懸念され
るがどうか。電磁波　ドライアイ　ブルーライト等

　学びの保障・学びの多様性は整っているのか。ギガスクール、
子どもたちの最善の利益が優先されているのか
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11  議　員 一問一答方式

１ 　市政について 市 長

副 市 長

（１） 　令和４年度、垂水市施政方針について 教 育 長

関 係 課 長

ア 　保育士等処遇改善について

イ 　GIGAスクール関連予算について

ウ

（２） 　新型コロナウイルス対策について

ア 　３回目ワクチンのスケジュールについて

イ 　潜伏期間について

ウ 　コロナ差別や偏見いじめ誹謗中傷対策について

（３） 　地球温暖化対策について

ア 　脱炭素先行地域について

２ 　教育行政について 市 長

副 市 長

（１） 　給特法と教職員の働き方改革について 教 育 長

関 係 課 長

ア 　市内の教職員の労働実態について

イ 　働き方改革実行計画について

　デジタル技術を活用した行政サービスの利便性向
上予算について

池山　節夫
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